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FLASH

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

沖
縄
県
民
カ
レ
ッ
ジ
開
校
式

「
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
安
全・安
心
ア
カ
デ
ミ
ー
」開
講
式

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
実
行
委
員
会

表
敬　
３
学
会
合
同
学
術
集
会「
J
O
S
K
A
S
」関
係
者

　
　
　
日
本
整
形
外
科
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
、

　
　
　
日
本
関
節
鏡
学
会
、日
本
膝
関
節
学
会

表
敬　
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー（
株
）

　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
社
長　
有
村
和
晃
氏

表
敬　
（
社
）九
州・山
口
経
済
連
合
会

　
　
　
会
長　
鎌
田
迪
貞
氏

表
敬　
総
務
省
総
務
審
議
官　
畠
中
誠
二
郎
氏

表
敬　
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
代
表　
許
世
楷
氏

知
事
懇
談
会　
沖
縄
総
合
事
務
局
長
、次
長
、

　
　
　
　
　
　
開
発
建
設
部
長

「
海
フ
ェ
ス
タ
お
き
な
わ
」寄
付
金
感
謝
状
授
与
式

沖
縄
電
力
、港
湾
空
港
建
設
技
術
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

表
敬　
A
M
D
A
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部

　
　
　
支
部
長　
ア
ン
ディ・フ
ス
ニ・タ
ン
ラ
教
授
ほ
か

表
敬　
Ｏ
Ｔ
Ｖ
代
表
取
締
役
社
長　
金
城
順
一
郎
氏

表
敬　
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

　
　
　
会
長　
仲
吉
朝
信
氏

二
〇
〇
五
年
県
産
品
奨
励
月
間

街
頭
パ
レ
ー
ド
及
び
セ
レ
モ
ニ
ー

深
夜
は
い
か
い
防
止
県
民
一
斉
行
動
出
発
式

表
敬　
佐
川
急
便（
株
）

　
　
　
会
長
兼
社
長　
栗
和
田
榮
一
氏

　
　
　
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ（
株
）

　
　
　
代
表
取
締
役
社
長　
岩
佐
照
夫
氏

表
敬　
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
特
命
全
権
大
使

　
　
　
エ
リ・コ
ー
ヘ
ン
氏

離
任
挨
拶　
在
日
米
軍
沖
縄
地
域
調
整
官

　
　
　
　
　
ロ
バ
ー
ト・Ｒ・ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
海
兵
隊
中
将

表
敬　
経
済
産
業
省　
沖
縄
振
興
企
画
官　
中
石
斉
孝
氏

表
敬　
全
日
空
沖
縄
支
店　
新
支
店
長　
木
村
健
司
氏

表
敬　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
出
発
隊
員

　
　
　
長
嶺
由
誠
氏

表
敬　
沖
縄
等
基
地
問
題
議
員
懇
談
会

　
　
　
会
長　
鳩
山
由
紀
夫
氏

　
　
　
事
務
局
長　
齋
藤
勁
氏
ほ
か

平
成
十
七
年
度
第
一
回
沖
縄
次
世
代
委
員
会

表
敬　
Ｗ
Ｕ
Ｂ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

企
業
立
地
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
交
流
の
夕
べ

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
設
置
促
進
県
民
会
議

平
成
十
七
年
度
総
会

面
談　
金
武
町
長　
儀
武
剛
氏

　
　
　
町
議
会
議
長　
松
田
義
政
氏

「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」

十
八
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〃　
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〃　

五
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〃　
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日

　

〃　

　

〃　

十
一
日

　

〃　

十
四
日

　

〃　
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沖縄県の動きをチェック！

第
四
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
に

向
け
て

206

シ
ャ
ロ
ー
ム
！
イ
ス
ラ
エ
ル

「美ら島沖縄」2005.8「美ら島沖縄」2005.8

六　

月

七　

月

　

二
〇
〇
六
年
十
月
に
開
催
す
る「
第
四
回
世
界
の
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」に
向
け
て
、六
月
二
十
日
、大
会
実
行

委
員
会（
会
長
・
稲
嶺
知
事
）が
発
足
し
た
。委
員
会
で
は
、

「
大
会
事
業
実
施
に
係
る
基
本
事
項
」や「
十
七
年
度
予

算
」等
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、五
年
に
一
度
、世
界
各
地
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
が
沖
縄
に
集
い
、そ
の
ル
ー
ツ
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

確
認
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深
め
る
沖
縄
県
独
自
の
事

業
。今
回
は
、海
外
か
ら
五
千
人
を
含
む
延
べ
五
十
万
人

の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

※「
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
」と
は
、沖
縄
の
言
葉
で「
沖
縄
の
人
々
」を
意
味
す
る
。

沖
縄
次
世
代
委
員
会
と
意
見
交
換

77
　

七
月
七
日
、稲
嶺
知
事
は
、民
間
と
県
の
若
手
六
人
で
つ
く
る
沖
縄
次
世
代

委
員
会
に
出
席
し
、意
見
交
換
し
た
。

　

委
員
会
は
、施
策
展
開
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、平
成
十
三

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、今
年
度
で
五
代
目
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で「
沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」や「
循
環
型
社
会
」な
ど
に
つ
い
て
提

言
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
、

来
年
二
月
を
め
ど
に
県
へ
の
提
言
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

初
会
合
と
な
る
こ
の
日
は
、映
像
や
音
楽
を
活
用
し
た
振
興
策
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

　

稲
嶺
知
事
は
、「
若
い
皆
さ
ん
に
期
待
し
て
い
る
。沖
縄
の
振
興
の
た
め
に
知

恵
を
し
ぼ
っ
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

O
K
I
N
A
W
A
シ
ョ
ッ
プ

ブ
ラ
ジ
ル
へ

　

七
月
十
一
日
、稲
嶺
知
事
と
嘉
数
副
知
事
は
、県
庁
で
、W
U
B
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
与
那
嶺
真
次
会
長
と
W
U
B
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
の
知

花
良
治
会
長
ら
の
表
敬
訪
問
を
受
け
、面
談
し
た
。

　

一
行
は
、ブ
ラ
ジ
ル
で
の「
O
K
I
N
A
W
A
シ
ョ
ッ
プ
」の
立
ち
上
げ

に
向
け
、沖
縄
特
産
品
な
ど
を
調
査
す
る
た
め
来
県
し
た
。I
D
B
年
次

総
会
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
図
る
。

　

ち
な
み
に
、W
U
B
と
は
、世
界
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。一
九
九
七
年
、世
界
各
地
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
に
よ
り
、

国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

　

南
米
や
ハ
ワ
イ
、北
米
を
中
心
に
、世
界
二
十
一
支
部（
四
五
二
会
員
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

FLASH県政
フラッシュ

6月・7月の動き

平成17年6月１日現在推計

※前月比999人増
136万3,351人

人口

世帯

※前月比1,024世帯増
49万5,215世帯

沖縄の人口
世帯の動き

前
支
店
長　
江
頭
睦
雄
氏

　

七
月
四
日
、稲
嶺
知
事
は
県
庁
で
、エ
リ
・
エ
リ
ア
フ
・
コ
ー
ヘ
ン

駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
ら
の
表
敬
を
受
け
た
。

今
回
は
、イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト「
シ
ャ

ロ
ー
ム
！
イ
ス
ラ
エ
ル
」で
講
演
す
る
た
め
に
来
県
し
た
。

　

コ
ー
ヘ
ン
大
使
は
、沖
縄
空
手
の
五
段（
最
高
位
）を
持
つ
空
手

家
で
も
あ
る
。

　

表
敬
に
先
立
っ
て
那
覇
市
内
で
行
わ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

空
手
演
舞「
平
安
初
段
の
型
、鉄
騎
三
段
の
型
」を
披
露
し
、「
空

手
の
精
神
と
ユ
ダ
ヤ
魂
」と
い
う
演
題
で
講
演
を
行
っ
た
。今
後
も

空
手
を
通
し
て
、イ
ス
ラ
エ
ル
の
平
和
と
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
の
こ
と
。

　

ち
な
み
に
、シ
ャ
ロ
ー
ム
と
は
、ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
平
安
や
平
和
を

意
味
す
る
言
葉
で
、イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
日
常
の
あ
い
さ
つ
に
よ
く
使

わ
れ
て
い
る
。
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県庁８階の事務局に看板を掲げる稲嶺知事（右）と松本統括監（左）

左から知花会長、与那嶺会長、稲嶺知事

117

会
長 

与
那
嶺
真
次
氏

Ｗ
Ｕ
Ｂ
ブ
ラ
ジ
ル

会
長 

知
花
良
治
氏


